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8
人･まち･自然　　　輝いて 

働く喜び、苦労を学んで 
（「1日職場体験」に取り組む内海中学校2年生の生徒たち） 
　実社会の厳しさを学ぶとともに、将来の進路を考えるきっかけにしても
らおうと、7月7日、内海中学校2年生の生徒たちが、島内外の事業所で「1
日職場体験」に取り組みました。 
　このうち、地場産業の1つである佃煮昆布の選別作業に挑戦し、働く喜び、
苦労を学んだようすの生徒たち。様々な職場における貴重な経験を生かし、
町を支える担い手となって活躍してほしいものです。 



2■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

　
来
た
る
８
月
15
日
、
活
力
あ
る
島
を
取
り
戻
そ
う
と

「
が
ん
ば
ろ
う
小
豆
島
」
と
銘
打
っ
て
、
第
24
回
小
豆
島

ま
つ
り
が
内
海
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
も
、
商
工
会
青
年
部
ら
に
よ
る
各
種
子
ど
も
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
商
工
会
婦
人
部
に
よ
る
島
む
す
び
の
試
食
、

の
ど
自
慢
が
集
う
町
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
９
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

一
千
発
の
花
火
が
、
内
海
湾
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
夏
の
一

夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 
開　会 
＊子どもイベント（チョロQ危機一髪・パターゴルフ・動物玉 
　入れ・シャボン玉・バルーンアートなど） 
＊ビアガーデン開店 

＊町民カラオケ大会 
＊地場産品PR（島むすび試食） 

＊主催者等あいさつ 
＊お楽しみ抽選会 
＊花火大会「内海華美 ’04」（一千発の打ち上げ花火） 

閉　会 

17：00～ 

17：30～ 

18：00～ 

19：30～ 

20：30～ 

21：00　 

　小豆島まつり振興会では、町民

カラオケ大会に出場される方を募

集します。年齢は問いませんので、

幅広い参加をお待ちしています。 

参加資格 

町内に在住されている方で選曲の

カセットテープを持参できる方 

募集期間 

８月３日貂～９日豺 

定　　員 

15名（組）※申込多数の場合、８

月10日に抽選 

申 込 先 

産業観光課 

TEL 82－7007 

FAX 82－3600

　今年の花火大会は、「内海華美 ’04」と題して、合計一千発の花火が打
ち上げられます。下表のとおり９つの構成で、それぞれにタイトルが付
けられており、内海湾の夜空にどんな花火が上がるのか楽しみです。 
　ここでは、そのタイトルと内容についてご紹介します。 

　

No.1 

No.2 

No.3 

No.4 

No.5 

No.6 

No.7 

No.8 

No.9 

開幕！内海華美’04 

祭 

ラ ベ ン ダ ー 畑  

金 と 銀  

パステル・カラー 

大 玉 競 演  

華 麗 な る 舞  

花火の真髄！！菊と牡丹 

がんばろう！そして、未来へ 

オープニングにふさわしく華やかでに
ぎわいのある連発花火 
祭の喧噪さとにぎやかさに負けないよ
うな動きと音のする花火 
色とりどりの花で暑い夏を忘れ、涼や
かな気持ちになる花火 
金色・銀色に輝き、きらびやかさではトッ
プクラスの花火 
赤・青などの原色とは違った淡い色を
組み合わせた花火 
美と技術の極地ともいえる大玉の連続
打ち上げ花火 
紅・緑・黄・青・紫でダリアの花をイメー
ジした原色の花火 
日本の花火の原点は、どこから見ても
大きく丸く開く花火 
無数の錦糸・銀糸が天から流れ落ちて
くる超特大の花火 

8
月

日
、
内
海
総
合
運
動
公
園
で
開
催 
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■■内内海海町町はは『『平平和和のの町町』』をを宣宣言言ししてていいまますす！！

　
町
内
を
は
じ
め
香
川
県
内
に

お
い
て
、
事
業
所
や
教
育
機
関

な
ど
に
同
和
問
題
に
か
ら
め
て

高
額
図
書
の
押
し
売
り
を
強
要

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
え
せ
同
和

行
為
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
手
口
と
し
て
は
、
電
話

で
「
○
○
同
和
○
○
促
進
会
」

な
ど
と
称
し
「
同
和
対
策
特
別

措
置
法
の
終
焉
に
関
す
る
図
書

の
購
入
を
」
と
言
葉
巧
み
に
購

入
を
求
め
て
き
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
同
和
問
題
に
対
す

る
偏
見
か
ら
、
必
ず
し
も
購
入

の
意
志
が
な
く
て
も
つ
い
購
入

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
同
和
問
題
は
怖
い
」

と
か
、
「
で
き
れ
ば
避
け
た
い
」

と
の
誤
っ
た
意
識
を
悪
用
し
て

何
ら
か
の
利
権
を
得
る
た
め
、

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
購
入

を
強
要
す
る
行
為
で
、
町
民
や

県
民
に
誤
っ
た
意
識
を
植
え
つ

け
る
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
同

和
問
題
解
決
の
大
き
な
妨
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
お
い
て
も
、

こ
の
様
な
え
せ
同
和
行
為
に
遭

遇
し
た
り
、
不
当
な
要
求
に
あ
っ

た
場
合
に
は
、
お
び
え
ず
、
慌

て
ず
に
対
応
し
、
相
手
方
の
要

求
に
応
ず
る
意
思
が
な
い
場
合

に
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
「
買
い

ま
せ
ん
」
「
要
り
ま
せ
ん
」
「
お

断
り
し
ま
す
」
と
ハ
ッ
キ
リ
と

断
り
、
さ
っ
さ
と
電
話
を
切
る

こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
す
ご

ん
だ
り
、
逆
に
「
と
に
か
く
送

る
か
ら
見
て
ほ
し
い
」
「
顔
を

立
て
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
懇
願

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
「
購
入
す
る

つ
も
り
は
な
い
」
、
「
送
っ
て

き
た
ら
着
払
い
で
送
り
返
す
」

な
ど
、
は
っ
き
り
と
伝
え
る
こ

と
が
何
よ
り
も
肝
心
で
す
。 

　
そ
れ
で
も
執
拗
に
購
入
を
強

要
す
る
と
き
は
、
「
こ
の
よ
う

な
物
品
購
入
の
申
し
入
れ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
法
務

局
か
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
る
」

な
ど
と
、
毅
然
と
し
た
態
度
で

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
　 

◆
え
せ
同
和
行
為
の
相
談
は 

　
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー 

　
小
豆
合
同
庁
舎
内 

　（
蕁
6
2
―

2
2
6
9
）
 

　
高
松
法
務
局（
人
権
擁
護
部
） 

（
蕁
0
8
7
―

8
2
1
―

6
1
9
1
）
 

　
内
海
町
人
権
対
策
課 

　（
蕁
8
2
―

7
0
1
1
） 

　
香
川
県
小
豆
警
察
署 

　（
蕁
8
2
―

0
1
1
0
）  

炳 

「
え
せ
同
和
行
為
」 

　
　　　　　　　　　　　に
つ
い
て 

え
ん 

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の

１
か
月
間
は
、『
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
』
で
す
。

こ
の
期
間
、
香
川
県
、
市
町
、

関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
組

織
し
て
い
る
香
川
県
人
権
啓
発

推
進
会
議
で
は
、
同
和
問
題
を

一
日
も
早
く
解
決
す
る
た
め
、

「
同
和
問
題
に
正
し
い
理
解
と
認

識
を
」を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
外

国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
な
ど
に

対
す
る
差
別
の
問
題
の
ほ
か
、

子
ど
も
へ
の
い
じ
め
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
わ
る
問

題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
我
が
国
固
有
の

人
権
問
題
で
あ
る
同
和
問
題
は
、

今
な
お
、
憲
法
が
保
障
す
る
基

本
的
人
権
に
関
わ
る
深
刻
な
社

会
問
題
で
あ
り
、
そ
の
一
日
も

早
い
解
決
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
は
、
私
た

ち
自
身
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る

と
一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
受
け

止
め
、
差
別
の
な
い
明
る
く
幸

せ
な
社
会
を
み
ん
な
で
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◆８月は同和問題啓発強調月間です◆ 

人権・同和問題に正しい理解と認識を 

ささえあってこそ人 
　　　認め合ってこそ仲間 

平
成
４
年
６
月
１
日
か
ら
12
年

間
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
三
好
慶
昭
さ

ん
に
、
７
月
22
日
、
法
務
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
大
変
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
人
権
擁
護

委
員
に
森
川
桂
輔
さ
ん
が
７

月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
人
権
問
題
な
ど
で
お

困
り
の
方
は
、
左
記
の
人
権

擁
護
委
員
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
内
海
町
人
権
擁
護
委
員
◆

森
川
桂
輔
さ
ん
（
蕁
８
２
―
１
９
０
０
）

竹
本
郁
子
さ
ん
（
蕁
８
２
―
０
１
７
９
）

三
木
良
榮
さ
ん
（
蕁
８
２
―
２
８
３
４
）

佃
　
豊
年
さ
ん
（
蕁
８
４
―
２
１
２
６
）

3

感謝状を受け取る三好さん 感謝状を受け取る三好さん 



4

児
童
手
当
の
目
的

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
と
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育

成
と
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
し
く
み

◆
支
給
対
象

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
児

童
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
義
務

教
育
就
学
前
（
６
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
）
か
ら
、
小
学
校

第
３
学
年
修
了
前
（
９
歳
到
達

後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
等
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合
に

限
っ
て
、
特
例
給
付
（
児
童
手

当
と
同
額
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
手
当
の
額

第
１
子
･
第
２
子
　
５
千
円
／

月

第
３
子
以
降
　

１
万
円
／

月

◆
支
給
時
期

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月児

童
手
当
認
定
請
求

出
生
・
転
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場

合
、
町
役
場
の
窓
口
（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
）
に
「
児
童
手

当
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
転
入
な
ど
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
認
定
請
求
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
理
由
が
な
く
な
っ
た
後
15
日

以
内
に
認
定
請
求
す
れ
ば
、
転

入
な
ど
の
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
支
給
対
象
年
齢
拡
大

に
伴
う
認
定
請
求
等
の
手
続
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
平
成
16

年
９
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
に

限
り
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続

き
が
遅
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど

＊
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健

康
保
険
証
の
写
し
（
請
求
者

が
被
用
者
で
あ
る
場
合
）

＊
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

（
本
町
に
そ
の
年
の
１
月
１

日
現
在
住
所
が
な
か
っ
た
方

で
認
定
請
求
の
前
年
分
の
所

得
証
明
。
た
だ
し
、
１
月
か

ら
５
月
ま
で
の
月
分
の
場
合

は
前
年
の
１
月
１
日
で
前
々

年
分
の
所
得
証
明
）

＊
印
鑑

＊
請
求
者
の
銀
行
な
ど
（
郵
便

局
以
外
）
の
口
座
番
号

＊
養
育
す
る
児
童
と
別
居
し
て
い

る
場
合
な
ど
別
に
書
類
が
必
要

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課
（
蕁
８
２

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課
（
蕁
８
２
―

７
０
０
５
）

７
０
０
５
）
 

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課
（
蕁
８
２
―

７
０
０
５
）
 

８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は
現
況
届
を
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
所
得
状
況
届
を
提
出

す
る
月
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度

父
親
の
い
な
い
児
童
を
育
て

て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
18
歳
未
満
の
児
童

（
心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）
を
扶
養
し
て
い
る

母
親
ま
た
は
養
育
者
で
す
。

＊
父
母
が
離
婚
し
、
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

＊
父
が
死
亡
し
た
児
童

＊
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

＊
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童

＊
そ
の
他
の
理
由
で
父
が
い
な

い
児
童

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

＊
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合

＊
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合

＊
母
親
に
事
実
婚
（
内
縁
関
係
）

が
あ
る
場
合

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を

も
つ
20
歳
未
満
の
家
庭
に
い
る

児
童
を
育
て
て
い
る
方
で
す
。

障
害
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
・
二
級
・
三
級
、
お
よ
び

療
育
手
帳
狢
・
Ａ
・
狠

程
度

の
障
害
の
状
態
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合

＊
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合

＊
児
童
が
障
害
年
金
等
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合

問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課（
蕁
８
２
―
７
０
０
５
）

写真はイメージです。本文とは関係ありません。 写真はイメージです。本文とは関係ありません。 



5 ■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お

よ
び
老
人
保
健
受
給
者
の
う

ち
、
世
帯
員
全
員
の
平
成
16
年

度
町
民
税
が
非
課
税
の
方
は
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
70
歳
以
上
の
方
（
65

歳
老
人
保
健
該
当
者
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
入
院
時
一
部
負
担

額
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
該
当
す

る
方
に
は
減
額
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
国
保
係
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
適
用
期
間

手
続
き
を
し
た
月
の
１
日
〜

平
成
17
年
７
月
31
日
ま
で

入
院
時
負
担
額
の
軽
減
手
続
き
を

◆
申
請
手
続
き
に

必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
被
保
険
者
証

③
申
請
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

12
か
月
の
間
に
、
91
日
以
上

入
院
日
数
が
あ
る
方
は
、
そ

れ
を
証
明
す
る
も
の
（
領
収

書
な
ど
）

◆
手
続
き
場
所

住
民
福
祉
課
国
保
係
ま
た
は
役

場
福
田
支
所

問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
国
保
係

（
蕁
８
２
―

７
０
０
６
）

時　間：13 時 30 分～　　　場　所：サン・オリーブ 
※送迎については、電話でお申し込みください。 
※８月26日、９月30日は休みとします。また、10月以降
の日程は未定（毎週木曜の予定）ですが、決まり次第
お知らせします。 

※どの日でもサン・オリーブにお越しいただければ参加
できます。 

問い合わせ先：住民福祉課国保係（蕁82－7006） 

８ 月 ５ 日  

８ 月１２日  

８ 月１９日  

９ 月 ２ 日  

９ 月 ９ 日  

９ 月１６日  

 

月 日（毎木） 送 迎 地 区  

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

 

 

※１ 低所得者Ⅱとは、世帯員全員が平成16年度町民税非課税の方 
※２ 低所得者Ⅰとは、低所得者Ⅱのうち世帯員の所得が一定基準に 
　　 満たない方 

区　　　　分 国民健康保険 
70歳未満の方 

老人保健受給者 
及び高齢受給者 

食
事
療
養
費 

入
院
時
一
部
負
担
金 

一般（住民税課税世帯） 

住民税非課税世帯 

70歳以上で低所得者Ⅱ  

70歳以上で低所得者Ⅰ  

一般（住民税課税世帯） 

70歳以上で低所得者Ⅱ（※１） 

70歳以上で低所得者Ⅰ（※２） 

過去12か月間に 
90日以内の入院  

過去12か月間に 
91日以上の入院  

１日780円 

１日650円 

１日500円 

１日780円 

１日650円 

１日500円 

１日300円 

１か月40,200円 
まで自己負担 

１か月24,600円 
まで自己負担 

１か月15,000円 
まで自己負担 

食事療養費および入院時一部負担金の減額一覧 

問い合わせ先：Ｂ＆Ｇ海洋センター 
　　　　（蕁82－5171） 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
免
除
制
度
」
の
ご
利
用
を 

問い合わせ先：Ｂ＆Ｇ海洋センター（蕁82－5171） 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
免
除
制
度
」
の
ご
利
用
を 

国
民
年
金
制
度
に
は
、
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
や
失

業
等
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
制
度
が
承
認
さ
れ
る
と
、

申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
翌
年

６
月
（
１
月
か
ら
６
月
の
間
に

申
請
し
た
場
合
は
そ
の
年
の
６

月
）
ま
で
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
昨
年
度
に
免
除
承
認

を
受
け
た
方
で
、
今
年
度
も
申

請
す
る
場
合
は
８
月
末
ま
で
に

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
全
額
免
除
制
度
】

保
険
料
の
納
付
が
全
額
（
月

額
１
３,
３
０
０
円
）
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
免
除
期
間
中
の

老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
全
額
納

付
し
た
場
合
の
３
分
の
１
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
半
額
免
除
制
度
】

納
付
す
る
保
険
料
が
半
額

（
月
額
６,
６
５
０
円
）
に
な
る

制
度
で
す
。
免
除
期
間
中
の
老

齢
基
礎
年
金
額
は
全
額
納
付
し

た
場
合
の
３
分
の
２
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
半
額
免
除
の
承
認
を

受
け
た
方
は
、
半
額
の
保
険
料

（
月
額
６,
６
５
０
円
）
を
納
付

し
な
い
と
未
納
期
間
と
同
様
の

扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
年
金
保
険
係
　
　

（
蕁
８
２
―

７
０
０
６
）

高
松
東
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
０
８
７
―

８
６
１
―

３
９
７
２
）
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こちら　　　です 

 
 

ハイ ！ ハイ ！ 

 

熱中症に要注意！

今
回
は
暑
い
夏
に
起
こ
り
や

す
い
「
熱
中
症
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
気
温
や
湿
度
の
高

い
と
こ
ろ
で
、
仕
事
や
激
し
い

運
動
に
よ
り
長
時
間
日
光
を
浴

び
る
と
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、

頭
痛
、
体
温
の
上
昇
、
さ
ら
に

は
意
識
障
害
と
い
っ
た
症
状
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
高
温
多
湿
の
環
境
下
で

お
こ
る
様
々
な
体
の
障
害
を
総

称
し
て
「
熱
中
症
」
と
い
い
ま

す
。

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の

対

処

法

＊
風
通
し
の
良
い
、
涼
し
い
場

所
に
患
者
を
移
し
て
、
ベ
ル

ト
な
ど
を
ゆ
る
め
、
上
着
を

脱
が
せ
て
寝
か
せ
る
。

＊
冷
た
い
水
に
ぬ
ら
し
た
タ
オ

ル
や
布
を
当
て
て
全
身
を
冷

や
す
（
た
だ
し
、
寒
気
が
く

る
よ
う
で
は
い
け
な
い
）。

＊
多
量
の
発
汗
が
あ
り
、
意
識

も
あ
る
と
き
に
は
水
分
を
与

え
る
（
熱
い
も
の
や
ア
ル
コ

ー
ル
類
は
禁
物
！
）。

＊
皮
膚
が
乾
燥
し
て
、
体
温
が

高
く
意
識
が
薄
れ
て
き
た
ら

重
症
で
す
。
た
だ
ち
に
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

予
　
防
　
法

＊
外
で
は
な
る
べ
く
日
陰
で
風

通
し
の
よ
い
所
を
選
ん
で
過

ご
し
、
直
射
日
光
の
下
で
の

活
動
は
、
帽
子
や
日
傘
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
水
分
補
給
を
十
分
に
行
い
ま

し
ょ
う
（
ア
ル
コ
ー
ル
は
脱

水
症
状
を
起
こ
し
、
水
の
代

わ
り
に
は
な
ら
な
い
の
で
要

注
意
！
）。

＊
睡
眠
不
足
や
疲
れ
て
い
る
と

き
に
は
無
理
を
し
な
い
。

＊
子
ど
も
と
の
散
歩
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
の
照
り
返
し
を
子
ど

も
の
方
が
受
け
や
す
い
（
ベ

ビ
ー
カ
ー
で
も
同
様
）の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

＊
日
差
し
の
な
い
室
内
で
も
発

症
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
を
つ
け
、
水
分
補
給
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

海
、
山
、
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン

プ
な
ど
、
夏
は
野
外
で
の
予
定

が
多
い
季
節
で
す
。
防
止
策
を

し
っ
か
り
し
て
、
健
康
に
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

■■ ススママイイルルククララブブ　　66月月2233日日（（水水））1100：：0000～～1111：：3300 介介護護老老人人保保健健施施設設ううちちのの

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

 

11：00 

14：00 

15：30 

17：00 

10：20 

11：50 

13：20 

16：00 

 

10：00 

12：30 

14：40 

16：00 

9：20 

11：00 

12：20 

15：00 

 

J A 香 川 県草壁支店  

マ ル キ ン 忠 勇 譁  

内 海 郵 便 局  

百十四銀行内海支店 

西 村 公 民 館  

譁 亜 味 撰  

丸 金 食 品 譁  

牟 礼 病 院  

 

8月23日豺 

  

8月27日貊 

 

対　象　者 

対　象　者 

母と子のすくすくルーム 
8月18日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年6月生まれ 

～ 13：4513：30 受付 

体脂肪測定 

献　血 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

 

 

10：30 

16：00 

11：00 

13：30 

15：00 

10：00 

15：00 

 

 

 

9：30 

14：00 

9：30 

13：00 

14：00 

9：00 

13：00 

 

 

 

内海町保健センター 

福 祉 会 館  

働 く 婦 人 の 家  

西 村 公 民 館  

坂 手 公 民 館  

介護老人保健施設うちのみ 

福 田 公 民 館  

9月１日貉 

9月２日貅 

9月３日貊 

 

大腸がん検診（採便容器配布） 

8月13日貊・27日貊  介護老人保健施設うちのみ 
 

～ 11：309：00

3歳児健診 
8月19日貅 介護老人保健施設うちのみ 

平成13年３･４･５･６月生まれ 

～ 14：3013：30 受付 

対　象　者 

9・10か月児健診 
8月25日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成15年10･11月生まれ 

～ 14：0013：30 受付 

対　象　者 

3・4か月児健診 
8月25日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年４･５月生まれ 

～ 14：3014：00 受付 

保
健
師
か
ら

　内海町食生活改善推進協議会と健康増進課では、健康づくりの一環
として「健康づくり体操教室」を次の日程により開催します。ぜひご
参加ください。 
日　程　 8月13日･27日、9月10日･24日、10月8日･22日、11月12日・26日 

12月10日･24日（1月以降はあらためてお知らせします） 
時　間　 9：00～11：30 
場　所　介護老人保健施設うちのみ１階 
内　容　ビデオによる体操（ほくほく体操・みんなの体操など） 
　　　　体脂肪測定・健康相談 
問い合わせ先　健康増進課保健管理係（蕁82－7038） 



7

図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
サ
イ
ダ
ー
の
ひ
み
つ

＊
テ
デ
ィ
ベ
ア
に
そ
だ
て
ら
れ

た
お
と
こ
の
こ

＊
ア
ー
サ
ー
王
の
剣

＊
キ
ャ
ベ
ツ
姫

＊
白
猫

＊
ね
む
れ
な
い
し
ろ
く
ま
く
ん

＊
カ
メ
レ
オ
ン
は
ど
こ
？

＊
お
じ
い
さ
ん
の
旅

＊
あ
た
し
ク
ラ
リ
ス
・
ビ
ー
ン

＊
お
ば
け
だ
ぞ
お
ー
！

＊
な
か
よ
し
お
ば
け
と
ち
び
ち

び
お
ば
け

＊
い
い
こ
だ
も
ん

＊
キ
ス
ち
ょ
う
だ
い
！

＊
ね
え
、わ
た
し
の
こ
と
す
き
？

＊
ず
い
と
ん
先
生
と
化
け
の
玉

＊
せ
ん
そ
う

＊
旅
す
る
ベ
ッ
ド

＊
ね
ん
こ
ろ
り
ん

＊
リ
ッ
ク
と
リ
ッ
ク

＊
う
さ
ぎ
の
お
う
ち

＊
バ
バ
ー
ル
の
１
２
３

＊
ぼ
く
の
い
も
う
と
み
な
か
っ

た
？

＊
ふ
た
り
　
ミ
ー
ナ
、
中
国
へ

○
一
　
般
　
書

＊
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
年
鑑

２
０
０
４
年
版

川
村
　
之
編

＊
ギ
リ
シ
ア
を
知
る
事
典

周
藤
　
芳
幸
・
村
田
奈
々
子

＊
ギ
リ
シ
ア
夢
紀
行

萩
野
矢
慶
記

＊「
バ
カ
の
壁
」
の
解
決
法

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会

＊
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
ゼ
ロ
金
利

軽
部
　
謙
介

＊
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
で
気
持
ち

い
い
暮
ら
し

塩
屋
　
紹
子

＊
活
き
活
き
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

日
常
業
務
か
ら
見
た
有
効
活
用

国
府
　
保
周

＊
ク
ー
ル
カ
ク
テ
ル

ア
ッ
プ
オ
ン
編
集
部

＊
元
気
が
出
る

ね
ば
ね
ば
パ
ワ

ー
レ
シ
ピ
　

福
田
　
芳
子

＊
花
名
人
に
な
る
鉢
花
と
っ
て

お
き
の
育
て
方

日
本
放
送
出
版
協
会

＊
パ
ル
テ
ノ
ン
と
ギ
リ
シ
ア
陶
器

関
　
　
隆
志

＊
世
界
を
変
え
る
ハ
イ
テ
ク
五

輪
の
勝
者
た
ち

石
田
　
雄
太

＊
陸
上
競
技
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る

岡
尾
　
惠
市

＊
そ
の
女
の
名
は
魔
女赤

川
　
次
郎

＊
輪
違
屋
糸
里
（
上
）（
下
）

浅
田
　
次
郎

＊
田
辺
聖
子
全
集
５

田
辺
　
聖
子

＊
山
崎
豊
子
全
集
６
白
い
巨
塔
盧

山
崎
　
豊
子

＊
大
活
字
文
学
賞
受
賞
・
名
作
集

全
10
巻

二
上
　
洋
一

①
芥
川
賞
篇
②
泉
鏡
花
文
学
賞

篇
③
推
理
作
家
協
会
賞
篇
④
川

端
康
成
文
学
賞
篇
⑤
オ
ー
ル
讀

物
推
理
小
説
新
人
賞
篇
⑥
日
本

ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
大
賞
篇
⑦
直

木
賞
篇
⑧
小
説
現
代
新
人
賞
篇

⑨
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
篇

⑩
江
戸
川
乱
歩
賞
篇

☆
古
文
書
を
読
む
会

８
月
11
日
（
水
）
14
時
〜
16
時

☆
１
日
図
書
館
員

８
月
18
日
（
水
）
10
時
〜

☆
枕
草
子
を
読
む
会

８
月
21
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

☆
古
文
書
初
級
コ
ー
ス

８
月
28
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

◯
が
ん
ば
れ
日
本
！
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

８
月
10
日
貂
〜
９
月
５
日
豸

◯
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
手
作

り
絵
本
ミ
ニ
展
示
会

８
月
13
日
貊
〜
22
日
豸

行
事
予
定

お
知
ら
せ

内
海
町
年
代
別
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
７
月
４
日
に
総
合

運
動
公
園
野
球
場
、
多
目
的
広

場
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。町

内
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
、
炎
天
下
の
中
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
　
勝
　
草
壁
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
苗
羽
チ
ー
ム

内
海
町
年
代
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

内
海
町
年
代
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催 

内
海
町
年
代
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催 

日　時　８月20日～９月13日までの毎週月・金曜日 
　　　　19：30～21：30（最終日のみ18：30～21：30） 

場　所　内海中学校体育館 
対象者　藺一般男女 

内海町に在住もしくは勤務している一般

男女 

　　　　藺親　　子 

小学４年生～中学１年生 

　　　　 （子どもだけの参加はできません） 

定　員　40名（先着順） 
参加費　１人　1,000円（保険料含む） 
申込先　教育委員会事務局 社会体育係 
　　　 （蕁82－7015） 

その他　ラケットのない方は、数
に限りがありますが事務

局で準備します。 
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６
月
27
日
、
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
鍛
練
と
健
康
増
進
を
図

ろ
う
と
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
豆

島
場
所
（
同
場
所
実
行
委

員
会
主
催
）
が
、
安
田
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
全
国
大
会

に
つ
な
が
る
と
あ
っ
て
、

島
内
か
ら
集
ま
っ
た
男
女

80
人
の
子
ど
も
力
士
が
、

勇
ま
し
い
ま
わ
し
姿
で
大

相
撲
顔
負
け
の
大
技
、
小

内
海
中
学
校
の
３
年
生
が

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を

活
用
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
点
字
に
取
り
組

ん
だ
生
徒
た
ち
が
、
こ
の
ほ

ど
、
内
海
病
院
１
階
の
自
動

販
売
機
に
、
各
企
業
の
協
力

を
得
て
点
字
シ
ー
ル
を
貼
り

付
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
点
字
シ

ー
ル
が
少
し
で
も
社
会
の
役

に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

伝統行事「川めし」を体験する中学生 伝統行事「川めし」を体験する中学生 

内
中
生
が
内
海
病
院
の
自
動
販
売
機
に
点
字
シ
ー
ル

内
中
生
が
内
海
病
院
の
自
動
販
売
機
に
点
字
シ
ー
ル 

内
中
生
が
内
海
病
院
の
自
動
販
売
機
に
点
字
シ
ー
ル 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
豆
島
場
所 

愛
知
教
育
大
付
属
名
古
屋
中

学
校
の
２
年
生
170
人
が
、
７
月

１
日
、
課
題
追
究
学
習
で
小
豆

島
を
訪
問
し
、
島
の
文
化
や
産

業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
別
当
川
の
河
川

敷
で
は
、
無
縁
仏
を
供
養
す
る

盆
行
事
「
川
め
し
」（
内
海
町
無

形
民
俗
文
化
財
）
を
調
査
す
る

中
学
生
が
訪
れ
、
実
際
に
川
め

し
炊
き
、
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

は
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
５
４
年
、
木
下
恵
介
さ

ん
監
督
、
高
峰
秀
子
さ
ん
主
演

の
映
画
「
二
十
四
の
瞳
」
の
製

作
50
周
年
を
記
念
し
た
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
７
月
11

日
、
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
映
画
フ

ァ
ン
ら
約
500
人
が
参
加
し
ま
し

た
。俳

優
の
江
守
徹
さ
ん
に
よ
る

「
心
に
残
る
あ
の
映
画
」
と
題

し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
俳

優
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
な
ど
を
、
幼
少
の
こ
ろ

の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
軽
快

な
口
調
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
二
十
四
の
瞳
」

の
上
映
会
が
行
わ
れ
、
映
画
を

鑑
賞
し
た
フ
ァ
ン
ら
は
、
当
時

を
振
り
返
り
、
感
動
を
再
び
味

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

自動販売機に点字シールを貼る生徒 自動販売機に点字シールを貼る生徒 

愛
知
の
中
学
生
が
現
地
調
査

愛
知
の
中
学
生
が
現
地
調
査 

愛
知
の
中
学
生
が
現
地
調
査 

映
画
「
二
十
四
の
瞳
」
製
作
50
周
年
記
念 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

技
を
披
露
し
、
熱
の
こ
も
っ
た

好
取
組
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。

力と技を競う子ども力士 力と技を競う子ども力士 

映画について楽しく話す江守徹さん 映画について楽しく話す江守徹さん 



9 ■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

５男 50Ｍ平泳ぎ 
 
５男 50Ｍ背泳ぎ 
５男 50Ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 
５女 50Ｍ背泳ぎ 
６男 50Ｍ自由形 
６男 50Ｍ平泳ぎ 
６男 50Ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 
６女 50Ｍ自由形 
６女 50Ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 

岩田一輝（星城） 
 
中島壮太（星城） 
大澤拓真（安田） 
木下寛子（安田） 
為藤慎也（苗羽） 
吉川侑希（苗羽） 
為藤慎也（苗羽） 
植松美穂（安田） 
照木　栞（苗羽） 

45"4 
 

49"8 
49"6 
51"5 
33"3 
42"8 
40"4 
34"4 
42"0 

種　　目 選手名（校名） 記録 ５男 100Ｍ自由形 
５男 100Ｍ平泳ぎ 
５男 100Ｍ背泳ぎ 
６男 100Ｍ平泳ぎ 
６女 100Ｍ自由形 
６女 100Ｍ背泳ぎ 
６女 100Ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 
５男 メドレーリレー 
６男 メドレーリレー 
５男 200Ｍリレー 
６男 200Ｍリレー 

川西崇弘（安田） 
岩田一輝（星城） 
中島壮太（星城） 
吉川侑希（苗羽） 
植松美穂（安田） 
仲　康予（安田） 
戎　千尋（安田） 
 

1'38"3 
1'45"9 
1'50"8 
1'34"4 
1'21"0 
1'49"8 
1'42"1 
3' 9"9 
2'54"1 
2'59"3 
2'33"0

（星城） 
（苗羽） 
（星城） 
（苗羽） 

郡新記録 

内
海
町
で
は
、
昭
和
49
年
、

51
年
の
大
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上

と
当
時
の
悲
惨
さ
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
と
、
７
月
６
日
を
「
内

海
町
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
昭
和
49
年
災
害
か

ら
30
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、「
や
す
ら
ぎ
の
塔
」

の
前
で
慰
霊
式
典
が
行
わ
れ
、

大
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
の
冥
福

を
祈
り
、
遺
族
ら
が
献

花
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
坂

下
町
長
が
「
防
災
の
誓

い
７
・
６
」
を
読
み
上

げ
、
郷
土
の
繁
栄
の
た

め
努
力
を
続
け
る
と
、
災
害
の

な
い
町
づ
く
り
を
誓
い
ま
し

た
。引

き
続
き
、
午
後
５
時
に
全

町
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
、
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
震
度
５
強
の
地
震
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
総
合
防
災

訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
自
衛
隊
と
婦
人
会

が
連
携
し
た
野
外
炊
事
車
に
よ

る
非
常
炊
き
出
し
訓
練
や
海
上

保
安
本
部
な
ど
に
よ
る
釣
り
人

の
救
助
訓
練
の
ほ
か
、
ビ
ル
屋

上
の
孤
立
者
を
小
豆
消
防
本
部

の
は
し
ご
車
や
香
川
県
防
災
航

空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ

て
の
救
助
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
こ
の
日
の
訓
練
を
教
訓

に
、
皆
さ
ん
が
よ
り
一
層
防
災

７
月
20
日
、
松
下
重
善
さ
ん

（
古
江
）
が
、
海
洋
環
境
保
全

に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
坂
手

海
上
保
安
署
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

松
下
さ
ん
は
、
香
川
県
自
然

保
護
員
と
し
て
古
江
海
岸
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年

10
月
、
古
江
海
岸
で
の
漂
着
物

（
油
の
塊
な
ど
）
の
収
集
や
海

上
保
安
署
の
捜
査
に
協
力
す
る

な
ど
、
海
洋
の
環
境
保
全
活
動

に
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
21
日
、
土
庄
町
民
プ
ー

ル
で
第
37
回
小
豆
郡
学
童
水
泳

記
録
会
が
行
わ
れ
、
郡
内
各
小

学
校
の
選
手
が
集
い
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

内
海
の
選
手
た
ち
は
、
20
種

目
で
優
勝
す
る
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
（
成
績
表
は

内
海
町
の
優
勝
者
を
掲
載
）。

慰霊碑に献花する遺族ら 慰霊碑に献花する遺族ら 

め
い
ふ
く

か
た
ま
り

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
今
後
と
も
、
各

種
防
災
訓
練
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

７月６日は「内海町防災の日」です 

松
下
重
善
さ
ん
が
坂
手
海
上
保
安
署
長
表
彰
受
賞

松
下
重
善
さ
ん
が
坂
手
海
上
保
安
署
長
表
彰
受
賞 

松
下
重
善
さ
ん
が
坂
手
海
上
保
安
署
長
表
彰
受
賞 

第
3737
回
小
豆
郡
学
童
水
泳
記
録
会

回
小
豆
郡
学
童
水
泳
記
録
会 

第
37
回
小
豆
郡
学
童
水
泳
記
録
会 

表彰状を受け取る松下さん 表彰状を受け取る松下さん 
香川県防災航空隊による救助訓練 香川県防災航空隊による救助訓練 

 

慰
霊
式
典
と
総
合
防
災
訓
練
を
実
施 



特設人権相談所の開設

人権対策課では、特設人権相談所を開
設しています。身のまわりの人権に関す
る問題などでお困りの方は、お気軽にご
相談ください。
日　時：8月31日貂 10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館
相談員：法務局職員および人権擁護委員

年金相談所の開設

公的年金や国民年金基金についての相
談所を開設しますので、お気軽にご相談
ください。
日　時：8月18日貉 11：00～15：30
場　所：内海町役場1階選挙管理委員会室
持参物
年金手帳、年金証書、預金通帳、通帳印
問い合わせ先
香川県国民年金基金

（薔0120－65－4192）

知的障害者相談

毎月第１水曜日を「知的障害者相談日」
として、相談員が知的障害者の方やご家
族からのご相談を受けていますので、お
気軽にご相談ください。
日　時：8月4日・9月1日　

13：30～15：00
場　所：あすなろの家
相談料：無料
問い合わせ先：あすなろの家

（蕁82－3663）

小豆島音楽フェスティバル

小豆島ライオンズクラブでは、音楽の
道を歩む小豆島出身の方に発表と経験の
場を与え、応援しようと「小豆島音楽フ
ェスティバル」を次のとおり開催します。
皆さんぜひお越しください。
日　時：8月22日豸 18：00開場
場　所：土庄町立中央公民館
入場料：無料

救急医学講演会の開催
日　　時：9月3日貊 18：40～
場　　所：小豆島国際ホテル
演題および講師
「脳卒中で倒れないために」
香川大学医学部附属病院長　
脳神経外科　長尾省吾教授
入 場 料：無料
申込締切：8月20日貊
申込方法
住所・氏名・電話番号を小豆郡医師会
（蕁82－5013 受付10：00～16：00）
までご連絡ください。

オリーブアナアキゾウムシ
の防除を！

内海町では、オリーブの増殖に取り組
んでいます。しかし、オリーブは栽培管
理を十分にしないとオリーブアナアキゾ
ウムシ（写真下）の被害を受け、木が枯
れてしまいます。
成虫は樹皮を食べ、根元の傷口に産卵
し、幼虫は木に穴を開け、オガクズ状の
木くずを出しながら食べていきます。
防除方法は、幼虫や成虫を捕まえたり、
根元周辺の雑草を取り除く「耕種防除」
やスミチオン乳剤の50倍液を葉や果実に
かからないよう根元に散布する「薬剤防
除」があります。現在、草壁、安田、馬
木地区で被害が出ていますので、早急に
防除を行ってください。
問い合わせ先
産業観光課オリーブ振興係

（蕁82－7007）

■■行行政政相相談談……88月月1188日日（（水水））1100：：0000～～1155：：0000 内内海海町町福福祉祉会会館館

県民手帳･ノート2005年版
予 約 受 付 中！

申込期限：8月27日貊
申 込 先：総務企画課（蕁82－7002）
主な内容
・香川県全図　・平成17・18年 七曜表
・都道府県データ・手紙のマナー　ほか
＜県民手帳＞
サイズ：14.5㎝×8.3㎝　頒価：400円
＜県民ノート＞
サイズ：17.5㎝×11.0㎝　頒価：500円
＊表紙の色：紺

運転免許の更新手続き
場所が変更しています
4月から運転免許の更新手続き場所が、
運転免許小豆事務所（旧土庄警察署、現
土庄交番内）に変更しています。小豆警
察署（旧内海警察署）では、更新手続き
を行っていませんのでご注意ください。
更新される方は、原則としてその日の
うちに、新しい免許証を受け取ることが
できます。また、更新連絡書が必要にな
るため、住所を変更されていない方には、
連絡書（はがき）が届きません。必ず事
前に住所変更の手続きをされるようお願
いします。
問い合わせ先
運転免許小豆事務所（蕁82－0110）

終戦当時の引揚者の方々へ

税関では、お預かりしている次の通
貨・証券などをお返ししています。
◎終戦後、外地から引き揚げられてこら
れた方で、上陸港の税関・海運局に預
けられた通貨・証券など

◎外地の集結地において、領事館などに
預けられた証券などのうち、日本に送
還されたもの
返還の申し出は、本人だけでなく、ご
家族の方でも結構です。心当たりの方は
最寄りの税関へお問い合わせください。
問い合わせ先
〒760－0065 高松市朝日町4－3－8
坂出税関支署高松出張所

（蕁087－851－2874）

10

無償 
無償 
無償 
 

（6・7月受付分） 

【譲ります】 
・授乳口付パジャマ (産前･産後用)   
 

・食器棚           
・テーブル付き子どもいす(座卓用)      
・チャイルドシート(0才～）      
　　 

無償 
無償 
 

【求めます】 
・ソファー        
・ベッドの柵      
 

 
無償 
 

ベット･チャイルドシート（6か月）･
女児子ども服（80ｃｍ以上）はリサ
イクルできました。      

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008） 

講　　演 

講　　演 



平成16年度自衛官募集

受 験 料：無料
問い合わせ先
自衛隊土庄分駐所（蕁62－7000）

介護支援専門員
実務研修受講試験

試 験 日：10月24日豸
場　　所：英明高等学校
対 象 者
保健・医療・福祉の専門職のうち、一定
の実務経験のある方
受 験 料：7,000円（県証紙）
受付期間：8月16日豺～27日貊
申込用紙配布場所：小豆総合事務所ほか
申込および問い合わせ先
香川県長寿社会対策課

（蕁087－832－3271）

11 ■■今今月月のの納納税税　　固固定定資資産産税税第第22期期分分　　納納期期限限はは88月月3311日日（（火火））でですす。。

救命講習会受講生募集　
日　　時：9月11日貍13：30～16：30
場　　所：小豆地区消防本部
内　　容
普通救命講習　※受講者には普通救命講
習修了証を交付します。
募集人員：30名（先着順）
受 講 料：無料
申込期限：9月9日貅
申 込 先
小豆地区消防本部救急係（蕁62－2220）

グアム島ホームステイ
派遣研修生募集

～高校生のための海外派遣事業～
小豆島国際親善交流会では、来年3月
に行う「グアム島ホームステイ派遣研修
事業」の派遣生を次のとおり募集します。
応募資格
①小豆島在住の高校1・2年生（申込時）
②指定する事前勉強会（月2回全15回
程度）に参加できる方
研修期間：春休み中の3月下旬約1週間
研修内容
ホームステイをしながら現地の高校や小
学校などの授業体験、日本文化の紹介
など
選考方法：面接、筆記試験（アンケート）
募集人員：8名程度
面 接 日：9月19日豸予定
参加費用：7万円（全費用の約半額）
申込締切：8月20日貊※当日消印有効
応募方法および申込先
住所・氏名・年齢・学校名・学年・電話
番号を明記のうえ、はがきかFAXで申し
込みください。
〒761－4103 土庄町甲5164
「小豆島国際親善交流会」
（TEL 62－1147・FAX 62－6495）

香川ねんりんﾋ ｯ゚ｸ 2004
参 加 者 募 集　

開催日および場所
◆ねんりんふれあい文化祭　10月10日豸
香川県社会福祉総合センター

◆シルバー作品展　10月7日貅～10日豸
香川県社会福祉総合センター

◆ねんりんスポーツ交流大会　10月31日豸
香川県総合運動公園ほか

参加資格
香川県在住で昭和21年4月1日以前に生
まれた方
募集期限：8月27日貊
問い合わせ先
香川県長寿社会対策課

（蕁087－832－3264）
譛かがわ健康福祉機構

（蕁087－863－0222）
※募集種目、申込方法など詳しくは上記
にお問い合わせください。

水源の森づくりin小豆島
下刈サポーター参加者募集
日　　時
9月3日貊 9：00～12：00
※小雨決行としますが、順延の場合
9月6日豺に実施します。

集合場所
土庄町大部財産区第2林班作業道入口
※寒霞渓ブルーラインを寒霞渓ロープ
ウェイ頂上駅から東へ1キロ

参 加 料：無料
申込締切：8月20日貊
申 込 先
小豆総合事務所森林整備室

（蕁62－5650）

心配ごと相談所の開設
内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気
軽にご相談ください。
日　　時：8月10日貂13：30～15：30
場　　所：内海町福祉会館

8月　AUGUST

講　　演 

講　　演 区　分 応募資格 

防　衛 
大学校 

防衛医科 

大学校 

 

看護学生 

2等 
陸海空士 

高卒（見込み）で、
平成17年4月1日
現在、18歳以上
21歳未満の者 

高卒（見込み）で、
平成17年4月1日
現在、18歳以上
21歳未満の者（推
薦は別途資格が必
要） 

高卒（見込み）で、
平成17年4月1日
現在、18歳以上
24歳未満の男女 

18歳以上27歳未
満の男子 

受付期間 

9月10日
　 
10月1日 
〜 

9月6日～
8日 

9月10日～
10月1日 

随　時 

＜推薦＞ 

＜一般＞ 

　去る7月に、集中豪雨で床上浸水や家屋の倒壊等の大きな被害を受けた新潟
県三条市などや、福井県福井市などに対し、共同募金会では「災害義援金」を
募集しています。皆さまからの温かいご支援をお願いします。 
　募集期限　8月23日豺 
　受 付 先　内海町社会福祉協議会へ直接ご持参ください。（蕁82－5318） 
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月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
 

◎

死

　

亡
　
（
8 
人
） 

　氏
　
名
　
歳
　
世
帯
主
　
地
　
区
 

敏

子

 

敏

昭

 

文

枝

 

下
川
月
良

木
下
正
子
 

竹
田
良
作

苗

羽
〃
 

〃
 

ス
ミ
コ
 

本

人

 

茂

闍

 

公

子

 

京

子

 

岡
田
久
男
 

笠
井
ヒ
サ
子
 

宮
　
實
雄

島
田
政
行
 

佐
井
正
利
 

西

村

 

草
壁
本
町
 

片

城

 

安

田

 

〃
 

◎

出

　

生
　
（
4 
人
） 

　赤
ち
ゃ
ん

　
保
護
者
　
地
　
区
 

賀

且

 

秀

樹

 

亮

介

 

尚

士

 

中
野
　
太
陽
 

杉
林
　
真
路
 

近
藤
　
太
樹
 

岡
田
　
旺
大
 

草
壁
本
町
 

〃
 

安

田

 

苗

羽

 

7 

20

6 

21

　
夏
の
高
校
野
球
香
川
大
会
で
、

10
年
ぶ
り
に
８
強
入
り
を
果
た
し

た
小
豆
島
高
校
野
球
部
。
母
校
の

生
徒
た
ち
が
活
躍
す
る
姿
に
は
、

自
ず
と
応
援
に
熱
が
入
り
ま
す
。

大
い
な
る
夢
に
向
か
っ
て
、
来
年

も
小
豆
島
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

善
 意
 の
 寄
 付
 

（
敬
称
略
）

〇
内
海
病
院
整
備
基
金
・
マ
リ
ア
の

園
へ
 

　
田
中
　
仁
（
安
田
）
 

〇
内
海
病
院
整
備
基
金
・
介
護
老

人
保
健
施
設
う
ち
の
み
へ
 

　
石
井
正
信
（
苗
羽
）
 

〇
介
護
老
人
保
健
施
設
う
ち
の
み
へ

　
西
口
美
鶴
（
大
阪
府
堺
市
）
 

 
上
藤
　
孝
（
古
江
）
 

 
向
井
兼
隆
（
西
村
）
 

〇
内
海
中
学
校
・
福
田
小
学
校
・

福
田
幼
稚
園
へ
 

　
三
宅
洋
司
（
草
壁
本
町
）
 

　
戸
江
潤
子
（
大
阪
府
和
泉
市
）
 

　
篠
原
真
希
子
（
東
京
都
目
黒
区
）

〇
星
城
小
学
校
へ
 

　
故
 
西
中
徳
治
（
神
懸
通
）
親
族

　
一
同
　
 

交通事故・火災・救急件数 
（町内６月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負 傷 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

2 

4 

0 

1 

34

29 

35 

0 

4 

237

41 

49 

0 

4 

240

12

藐藐
ここ
のの
広広
報報
紙紙
はは
再再
生生
紙紙（（
4400
％％
））をを
使使
用用
しし
てて
いい
まま
すす
。。

次
回
は
高
田
京
子
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

内
海
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南

側
は
一
面
の
埋
立
地
で
あ
っ
た
。

１
年
Ｂ
組
、
あ
る
体
育
の
時
間
、

そ
の
埋
立
地
で
持
久
走
が
あ
り
、

好
成
績
で
走
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

体
育
祭
の
一
五
〇
〇
ｍ
走
の
ク
ラ

ス
代
表
に
選
ば
れ
た
。
陸
上
部
の

面
々
を
押
し
の
け
て
２
位
に
な
っ

た
。
こ
の
事
件（
？
）が
自
分
の
人

生
の
最
初
の
大
き
な
分
岐
点
と
な

っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
勧
誘
さ

れ
て
陸
上
部
に
入
部
。
新
任
の
坂

下
先
生
の
熱
き
指
導
の
下
、
ひ
た

す
ら
走
る
毎
日
だ
っ
た
。
後
輩
た

ち
に
自
転
車
の
ラ
イ
ト
で
ト
ラ
ッ

ク
の
コ
ー
ナ
ー
を
照
ら
し
て
も
ら

う
中
を
走
っ
た
り
、
冷
た
い
北
風

に
も
負
け
ず
埋
立
地
を
何
周
も
走

っ
た
り
、
橘
峠
（
当
時
は
土
道
）

で
ホ
コ
リ
ま
み
れ
に
な
っ
て
駅
伝

の
練
習
を
し
た
り
、
非
常
に
厳
し

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
で
は
楽
し

い
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
幸

い
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
て
、
３

年
生
の
時
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
駅
伝
大

会
で
優
勝
。
丸
亀
で
行
わ
れ
た
県

駅
伝
大
会
に
も
堂
々
の
優
勝
を
果

た
し
た
。
そ
の
後
、
島
か
ら
離
れ
、

高
松
商
業
高
校
の
陸
上
部
に
入

部
。
全
国
高
校
総
体
、
国
体
、
全

国
高
校
駅
伝
な
ど
の
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

今
年
で
島
を
離
れ
て
40
年
。
新

聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
小
豆
島
オ

リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー

ス
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
私
た

ち
駅
伝
部
が
汗
を
流
し
て
走
っ
た

足
跡
に
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚

を
競
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
何
か
、
俺
た
ち
が
先
駆
者
だ
」

み
た
い
な
誇
り
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
あ
の
当
時
、
練
習
に
明
け
暮

れ
て
い
た
こ
ろ
の
埋
立
地
の
草
や

土
の
匂
い
、
海
か
ら
の
潮
っ
ぽ
い

香
り
が
何
故
か
し
ら
懐
か
し
く
甦

っ
て
く
る
。

我
々
、
団
塊
の
世
代
も
そ
ろ
そ

ろ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
素
晴
ら
し

い
ゴ
ー
ル
に
な
る
よ
う
健
康
に
注

意
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
１

区
を
走
っ
た
三
木
君
、
２
区
の
篠

原
君
、
３
区
の
松
林
君
、
４
区
の

原
田
君
、
５
区
の
植
松
君
、
そ
し

て
監
督
の
坂
下
先
生
、
み
ん
な
何

し
よ
ん
、
元
気
な
ん
。

お
達
者
な
ん
な 

（217） 

私
の
分
岐
点 （

苗
羽
出
身
・
56
歳
） 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

竹

田

　

勝

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

当時の県大会優勝メンバー（一番右が竹田さん） 当時の県大会優勝メンバー（一番右が竹田さん） 

まちの人口／12,062（-5） 男 5,697（-1） 女 6,365（-4） 世帯数4,838（＋5） 
【７月1日現在（　）は前月比】 

 

奥さんといっしょに 奥さんといっしょに 




